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モータの規格（ＪＩＳ、ＪＥＣ）改正のお知らせと
北芝モータの対応について

１、はじめに
　　　 モータに関する規格については、１９９９年２月にＪＩＳ　Ｃ　４００４-１９９２（回転電気機械通則）が
　　廃止されて、ＪＩＳ　Ｃ　４０３４－１．５．６－１９９９（回転電気機械－第１部、第５部、第６部）が制定された
　　のを皮切りに、ＪＥＣ　３７－１９７９（誘導機）がＪＥＣ　２１３７－２０００（誘導機）に改正され、２００１年
　　７月には、ＪＩＳ　Ｃ　４２０３－１９８３（一般用単相誘導電動機）がＪＩＳ　Ｃ　４２０３－２００１に、ＪＩＳ　Ｃ
　　４２１０－１９８３（一般低圧三相かご形誘導電動機）がＪＩＳ　Ｃ　４２１０－２００１に改正されております。
　　　これらの規格の制改廃のねらいは、国際規格との整合化であります。この状況を踏まえて,北芝モー
　　タも順次新規格対応をして行きますので趣旨をご理解いただきますようよろしくお願い申し上げます。

２、新規格と主要変更点概要

制定年 従来規格

(1)保護方式、冷却方式の記号　ＪＰ、ＪＣがＩＰ、ＩＣに変更。
(2)保護方式は　ＩＰ23以上のこと。(JIS　C　4034-1)
(3)屋外形記号Wは屋外開放形のみに使用。
(4)BODY　IP　XX表示の廃止。
(5)「定格の種類」の表示は記号による。

(1)保護方式、冷却方式の記号　ＪＰ、ＪＣがＩＰ、ＩＣに変更。
(2)屋外形記号　Wは屋外開放形のみに使用。
(3)「絶縁の種類」が耐熱クラスに変更。
(4)負荷特性の算定は、等価回路法、損失分離法、ブレ
　 ーキ法または動力計法、変換負荷法および低電圧負
　荷試験法が規定された。

(1)JIS　C　4034の制定による規格の整合化。

(1)負荷特性の算出は、等価回路法、損失分離法、ブレ
　 ーキ法または動力計法が規定された。

新規格 主要変更点

JIS　C　4034-1999
「回転電気機械」
＜第1部＞
定格および特性
＜第5部＞
外被構造による
保護方式の分類
＜第6部＞
冷却方式による
分類

1999年
2月

JIS　C　4004-1992
「回転電気機械
通則」は1999年
2月に廃止。

JEC　2137-2000
「誘導機」

2000年
3月

JEC　37-1979
「誘導機」は
2000年3月に
廃止。

JIS　C　4210-1983
「一般用低圧三相
かご形誘導電動機」

JIS　C　4203-2001
「一般用単相誘導
電動機」

JIS　C　4203-1983
「一般用単相
誘導電動機」

2001年
7月

JIS　C　4210-2001
「一般用低圧三相
かご形誘導電動
機」

2001年
7月
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３、規格改正を包括したモータ全般の主要変更点と北芝モータの対応について
　     表１にＪＩＳ、ＪＥＣの改正を包括したモータ全般の主要変更点（お客様に特に関係ある項目）と　　
     北芝モータについて対応します。

表１．主要変更点と北芝モータの対応

項目

1 負荷特性の (1)円線図法を規定していたJIS　C　4207-1995が (1)円線図法から等価回路法

算出 　 2001年4月に廃止となり、等価回路法ほかに変 　 に変更。

　 更。（従来のデータと異なる場合がある） 　銘板表示値（電流、回転

　速度）は基本的には同一。

2 保護方式 (1)文字記号がＪＰからＩＰに変更。 (1)左記内容で変更する。

　　（本体記号のみの変更で内容は従来と同一）

(2)屋外形記号　Ｗは屋外開放形のみに使用。 (2)全閉屋外形は　IP44とする。

　 従って従来全閉屋外形に使用していたＷは 　 全閉屋内形と同一記号となるが

　 使用不可。 　 形式記号については区別しない

　 ものとする。

(3)BODY　IPXX　表示の廃止。 (3)左記内容で変更する。

3 冷却方式 (1)文字記号がＪＣからＩＣに変更。 (1)左記内容で変更する。

　（表示記号配列についても一部変更）

4 温度上昇 (1)〝絶縁の種類〟が耐熱クラスに名称変更。 (1)左記内容で変更する。

5 定格の表示 (1)記号に変更。 (1)連続定格は〝ＣＯＮＴ〟から

   〝Ｓ１〟に変更する。

6 力率の表示 (1)力率（％）の表示を追加。　表示例　ＰＦ(%)　65 (1)左記内容で追加する。

　(適用規格は　JIS　C　4034-1-1999のみとする）  （JIS　C　4034-1-1999のみとする）

7 接地端子 (1)定格電圧が50Vを超える場合、接地端子 (1)左記内容で追加する。

　 および接地マークを追加。

　（従来は、１５０Vを超える場合であった。）

(1)上記のように今回の規格変更は、試験方法、表示方法に関するため、寸法・構造・特性につきましては、
　　従来品と同一で互換性があります。（接地端子を除く）
(2)ＪＩＳ　Ｃ　４０３４－１－１９９９を指定した場合は、保護方式がＩＰ２３以上となります。
　　保護形モータの場合　ＩＰ２３は対応できません。
　　北芝標準モータの全閉形の場合は、保護方式　ＩＰ４４となります。

以上

北芝モータの対応主変更点


